
別紙様式例第２

平成２３年度　十和田市指定管理者総合評価シート

施 設 名

指 定 管 理 者 名

指 定 期 間 ５年中　３年目 　平成21年４月１日　～　平成26年３月31日

施設の設置目的

指定管理者の業務 高齢介護課

施設管理に要する
総 事 業 費

指 定 管 理 料

指定管理に要する
総 人 件 費
指定管理施設で就
業する全職員数

評　　価　　の　　視　　点 評　価

施設によるサービスが協定等に基づき適切に提供されてい
る。

Ｂ

協定等で定めた利用時間が遵守されている。 Ｂ

協定等で定めた利用日が遵守されている。 Ｂ

協定等で定めた利用期間が遵守されている。 Ｂ

手続が円滑に行われている。（手続に要する書類が整備さ
れているか）

Ｂ

処理が適正に行われている。（事務処理に時間を要していな
いか）

Ｂ

適正な判断基準により減免されている。（減免すべきものを
徴収、又は減免すべきでないものを減免していないか）

-

施設サービスの提供のため、必要な人員数が確保されてい
る。

Ｂ

法令等に定められている人員配置基準を満たしている。 Ｂ

人員配置が過剰、過少ではない。（直営時又は類似施設と
比較）

Ｂ

必要な資格、経験を有する人員が適切に配置されている。 Ｂ

技能、技術等を維持向上するための研修等を定期的かつ適
切に実施している。

Ｃ

法令の遵守 関係法令を遵守していると認められる。 Ｂ

3,400千円

施設所管課

評　価　項　目 評　価　の　理　由

開館時間、休館日の
状況

使用許可及び減免の
状況

協定等で定めた利用日に開館している。

協定等で定めた利用期間に開館している。

使用申請・許可手続き書類は整備されている。

事務処理には時間を要していない。

管理運営状況

適正な人員配置

有料での利用がなく、減免適用実績もない。

所長、管理人４名（交代勤務）、事務員２名が施設管理をしている。,

所長１名、その他必要に応じた補助員（管理人）が配置され、基準は満たされている。

人員配置については所長、事務員及び管理人の配置があり、適当な人数である。

経験を有する市老連の会長及び事務員等が配置されている。

研修は行われていない。

十和田市老人福祉センター

十和田市老人クラブ連合会

ア．老人福祉センター事業の実施
イ．老人福祉センターの使用の許可に関する
ウ．老人福祉センターの維持管理に関する業務
エ．その他の業務

老人福祉法に基づき、老人福祉の増進を図るため設置したもの。

条例、規則、運営要綱に基づいて遵守されていると認められる。

常勤職員　６　人、非常勤職員　　　　　１　人

3,314千円

1,203千円

協定で定めた9：00～16：00の利用時間で開館している。

開館日及び閉館時間は利用者に通知され、問題なく提供されている。



評　　価　　の　　視　　点 評　価評　価　項　目 評　価　の　理　由

利用者が快適に利用できるよう、また、施設の安全な管理設
備機器等について協定等に基づき、定期的に安全確認を
行っている。

Ｂ

清掃について、清潔を保つために必要な回数が適切に実施
されている。

Ｂ

利用者の安全を保つために必要な措置（立入禁止区域の指
定及び危険箇所の注意喚起等）が適切に実施されている。

-

協定に基づき、指定管理者が行うものとされる修繕につい
て、適切に実施されている。

Ｂ

修繕内容について、市に報告が行われている。 Ｂ

法定点検が確実に行われている。 Ｂ

施設の管理記録が整備されている。 Ｂ

管理記録（施設の利用状況及び定期点検の実施状況等の
記録）について定期的に市に報告が行われている。

Ｂ

管理記録、管理に係る書類等の保存が、適切に行われてい
る。

Ｂ

報告書等の提出
事業計画、月例報告、事業報告その他報告等の提出や内容
が適切である。

Ｂ

管理終了後における
引継ぎ

業務の引継ぎや設備等の原状回復を適切に行った。 Ｂ

備品台帳を基に適切な管理が行われている。 Ｂ

利用者への設備・備品の貸出について、問題が生じていな
い。

Ｂ

提供・貸出について、利用者からの苦情が少ない。 Ｂ

施設利用状況 近年又は市の直営時と比較して、利用実績が妥当である。 Ｂ

市民のニーズを踏まえて、施設サービス・事業等の見直しを
市とともに的確に行っている。

Ｂ

費用対効果の観点から、施設サービス・事業等の実施方法
等を見直し、より効率的・効果的な実施に努めている。

Ｂ

職員の接遇（言葉遣い、態度、服装等）が適切である。 Ｂ

接遇について、研修等を定期的かつ適切に実施している。 Ｃ

直営時と比較して、苦情が少ない。 Ｂ

自主事業が積極的に開催され、施設の利用促進に大きな効
果があった。

Ｂ

自主事業が、施設の目的に沿って、市民等へのサービスの
向上に貢献している。

Ｂ

シルバー人材センター清掃業務委託により週２回実施されている。

夜間・休日の機械警備委託のほか、日常的に施設内の安全点検が行われている。

維持管理業務（清掃、
警備など）

文書の管理保存

備品の管理

機械警備及び消防設備点検は委託により実施されている。

整備されている。

管理記録については年度分の実績報告書の提出がされている。また、光熱水費等は毎月報告されてい
る。

適切に保管されている。

自主事業の継続に努めている。

立入禁止区域等は特にない。

指定管理者が行うものとされる修繕については事前に連絡があり、適切に実施されている。

修繕内容について市に報告されている。

提供・貸出について、苦情は聞かれていない。

利用実績はやや増加しており妥当である。

施設サービス等の要望事項については市と協議し行なわれている。

特に問題はない。

研修等は行なわれていない。

意見箱の設置あり、苦情は聞かれていない。

昨年からシルバー囲碁大会を開催し、利用促進に努めていた。

費用効果の観点からの見直しは行っていない。

事業計画、事業報告等の提出があり、適切な内容になっている。

施設の修理をした場合は日誌と修繕台帳で、引き継ぎがなされている。

年１回備品台帳に基づき、備品の確認が行われている。

利用者への設備・備品の貸し出しについて問題は生じていない。

（管理運営状況）

サービスの向上に向
けた取組

自主事業

運営状況



評　　価　　の　　視　　点 評　価評　価　項　目 評　価　の　理　由

指定管理料の執行状
況

市と協定した予算の範囲内で、適正かつ効率的に予算を執
行している。

Ｂ

利用料金制の適正な運用が行われている。（料金設定につ
いて協議を経ている。）

-

利用料金収入のコストカバー率（利用料金収入/支出）につ
いて、直営時又は前年度実績と比較して、大きな変化がなく
安定している。

-

徴収した使用料が適正に管理され、市に納められている。
※使用料の徴収委託している施設に限る。

-

費用対効果の観点から、経費を縮減する努力が行われてい
る。

Ｂ

清掃、警備、設備の保守点検などの業務について指定管理
者から再委託が行われた場合、それらが適切な水準で行わ
れ、経費が最小限となるよう工夫されている。

Ｂ

利用者一人当たりのコスト（支出/延べ利用者数）について、
直営時又は前年度と比較して、大きな変化がなく安定してい
る。または利用者が増え、コストが低く抑えられていて効率
的な運営が行われている。

Ｂ

外部委託率　（外部委託額/支出）について、直営時又は前
年度実績と比較して、大きな変化がなく外部委託し過ぎてい
ない。又は率が低く抑えられており、経費節減に取り組んで
いる。

Ｂ

収入を増加するための具体的な取り組みがなされ、その効
果があったか。

Ｂ

自主事業を展開するなど、利用者数増等による収支改善の
努力が行われている。

Ｂ

経理区分
法人等の会計と指定管理料の会計が適切に区分されてい
る。（口座が指定管理用として設けられている。）

Ｂ

利用者の安全確保対策を徹底している。 Ｂ

安全対策について、研修等を定期的かつ適切に実施してい
る。

Ｂ

事故等の緊急時に迅速に対応できるように、責任者の設置
や職員間の役割分担等の内部組織体制が適切に整備され
ている。

Ｂ

事故等の緊急時に迅速に連絡・報告し、指示を受けるため
の連絡網や市との連絡体制が適切に整備されている。

Ｂ

事故等の緊急時の職員の対応マニュアルが整備され、か
つ、訓練等が行われている。

Ｃ

実際の緊急時には、適切に対応できていた。 -

利用料金（使用料）の
取扱い

使用料の徴収実績はない。

経費は最小限で運営されている。

適切な水準で業務委託されている。

利用者数はやや増加しているが、経費は抑えられており、効率的な運営が行われている。

予算の範囲内で適切に執行されている。

使用料の徴収実績はない。

使用料の徴収実績はない。

外部委託内容は昨年と同様であり、委託のし過ぎは見られない。

収入増加の取り組みはない。

緊急時のマニュアルはあるが、訓練はしていない。

緊急事態は起きていない。

管理人同士で不定期で運営上の話し合いをしている。

事故時の内部組織体制は整っている。

緊急時の連絡先は貼り紙で表示している。。

収支改善努力は見られない。

会計は区分されている。

入浴中は浴室の安全確認がされている。

事故防止対策危機管理対策

経費節減状況

収入の増加

指定管理料



評　　価　　の　　視　　点 評　価評　価　項　目 評　価　の　理　由

保険の加入状況
賠償の規模が、市がこれまで直営で行ってきた賠償額と同
等以上である。
（募集要項で要求していた基準を維持している。）

Ｂ

守秘義務
管理の業務上知り得た秘密の漏えい防止のために必要な措
置を講じられている。

Ｂ

指定管理者が管理する個人情報について、漏えい、紛失等
の事故防止対策が適切に講じられている。

Ｂ

指定管理者が管理する個人情報について、目的外利用が行
われていない。

Ｂ

情報公開
管理を行う施設に関する情報の開示及び情報提供のために
必要な措置が講じられている。

Ｂ

連絡調整等
関係団体、地域との連絡調整等が、必要に応じ、適切に実
施されている。

Ｂ

【　講　評　】　評価の結果について総合的な評価内容を文章により記入する。

保険は市で確認している。

管理の業務上知り得た秘密の漏えい防止のために必要な措置を講じている。

おおむね適正な管理がされているものと評価する。
事故等の緊急時の職員の対応マニュアルが整備されているものの訓練がなされていないので、訓練を実施し、速やかな対応に備えることを要望する。
また、管理人については一度、接遇研修を実施することを要望する。

個人情報保護規定があり目的外利用は行われていない。

目的外利用は行われていない。

市老連の広報誌「会報満点」により活動を紹介している。

単位老人クラブとの調整を実施している。

その他 個人情報保護


